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　大越まちづくり協議
会 ( 菅野輝夫会長 ) 主
催の「第３回ふれあい
ウォーキング」が６月
２８日、おおごえふるさ
と館をスタート・ゴール
で開かれました。
　４０６人の参加者は小
雨が降る天候にもかか
わらず、３㎞と７㎞の
コースに分かれ、自分のペースで大越路を歩きました。７㎞コースでは、普段通ることのできない旧住
友大阪セメント引込線のトンネルを懐かしい思いで歩きました。参加した皆さんは、ゴール後に配られ
たおにぎりと豚汁に舌鼓を打ち、豪華景品が当たるおたのしみ抽選会にワクワクするなど、楽しい一日
を過ごしました。大越行政局内にスナップ写真を８月２０日まで展示しますので、ご覧ください。

　第１０回田村市長旗争奪野球大会が５月２５日と６月１日の２日間、常葉と滝根の運動場で行われま
した。大会には市野球協会各支部に登録している１５チームが参加し、トーナメント方式で熱戦を繰り
広げました。結果は次のとおりです。
　●優勝：日東粉化 ( 滝根支部 ) 写真左　　●準優勝：オプトネクサス ( 常葉支部）

　常葉「第４回寿学級」の２８人が、７月７日にい
わき市の大和田自然農園でブルーベリー摘みとピ
ザ作りを体験しました。ブルーベリーの保存方法
を学び、自分で作った石窯焼きピザのおいしさに
感動しました。ポレポレいわきで「超高速 ! 参勤交
代」を映画鑑賞した後、いわき市考古資料館で湯
長谷藩の企画展を見学し、歴史を深く学びました。

　大越「ふれあい学級」は６月１６日に現場研修を
行いました。天候に恵まれ、喜多方市新宮熊野神
社長床や雲嶺庵 ( ほまれ酒造の庭園 ) を見学しま
した。学級生３４人は、４４本の太い柱が並んだ
拝殿長床の壮大な吹き抜けに感動。大人７人が手
をつなげる太さの大イチョウ ( 神木 ) では、「銀杏
が色づく頃に訪ねたいね」との声が上がりました。
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　第 38 回二輪車安全運転福島県大会の団体
の部で初優勝した田村地区チーム選手兼監督
の坪井正広さん ( 大越町 ) と、個人の部２０
歳未満クラスで優勝した石井達也さん ( 常葉
町 ) が６月２６日、冨塚市長に優勝の報告を
しました。冨塚市長からは祝福の言葉ととも
に激励金が手渡されました。石井さんは８月
２日・３日の２日間、三重県鈴鹿市で開かれ
る全国大会に県代表として出場します。

二輪車県大会、優勝報告大越路をマイペースで散策

熱戦を制し、日東粉化が３連覇

おいしく、楽しく学ぶ 壮大な悠久の浪漫に触れる

都路新たな希望へ一歩前へ「ふるさと都路会」

　ふるさと都路会の第１６回総会が６月２９日、東京のホテル・パークサイドで行われ
ました。会員や来賓、市関係者約６０人が出席し、事業・決算報告などが承認されました。
会員の募金で毎年実施の「ふるさと都路文庫寄贈」では、渡辺会長から冨塚市長へ目録が
手渡されました。懇親会では、「一言、語りまショウタイム」とふるさと産品が当たるジャ
ンケン大会が行われ、勝っては喜び、負けては悔しがるなど大いに盛り上がりました。

いわきの魅力を体験

　常葉公民館の女性学級「第１回体験教室」
が６月７日に開かれ、いわきのかまぼこ工
房で自分だけのオリジナルかまぼこと、焼
きちくわ作りを体験しました。
　自分で作った熱々の焼ちくわの味は格別
で、形はともあれ全員がおいしそうに頬
張っていました。デイクルーズの洋上遊覧
は、あいにくの空模様と波しぶきでびしょ
びしょでしたが、参加者はえさを与えると
近づくカモメの迫力に感激していました。

おいしいね！ウィンナー

　都路チャレンジ教室の体験学習が 6 月
１４日に開かれ、１１人の子どもたちが、
「ウィンナー・ハンバーグづくり」に挑戦し
ました。講師はハム工房都路の高橋工場長
が務めました。
　一人一人が羊腸にひき肉を詰める工程で
は、皮が破けてしまうなど苦戦しましたが、
子どもたちは何とか上手に仕上げました。
最後は、工場長の高橋さんが作ったウィン
ナーをみんなでおいしく試食しました。

石井達也さん 坪井正広さん


